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第 8 章では第 5 章の最適解として生ずる領域ごとに異なる微分方程式で与えられる系を一般化した
不連続最適制御問題を解くための必要条件を求め、いくつかの具体的問題を解析している。























(5) 流量を操作量とする熱交換プロセスなどでは Bang -Bang形の制御となり、状態を記述する微
分方程式や評価関数が領域ごとに異る制御系を扱わねばならないことを示し、この不連続最適制
御問題を解くための必要条件を導いている。
従来、工業プロセスでは流量を操作量とする制御方式が非常に多く用いられていたにも拘わらず、
理論的に解析が困難で、あったために厳密な研究が殆んど行なわれていなかった。本論文では以上のよ
うに、流量を操作量とする工業プロセスにおける最適制御や最適設計問題に新しい取り扱い方法と知
見を加えたものであって、工業プロセス制御に有用な基礎資料を提供すると共に、プロセスの最適設
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計問題への新しい手がかりを与えるなど、工学上寄与するところが大き \"0 よって、本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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